
交付運用報告書 第 8 期（2020 年 1 月 1 日～2020 年 12 月 31 日）

バンガード ® ETFシリーズ −

バンガード・FTSE・アジア（除く日本）ETF
Vanguard ETF Series -
Vanguard FTSE Asia ex Japan Index ETF

香港ドル建／オープンエンド契約型外国投資信託

香港籍法定トラスト

受益者のみなさまへ

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げます。

さて、バンガードETFシリーズ（以下「トラスト」といいます。） − バンガード・FTSE・
アジア（除く日本）ETF（以下「ファンド」といいます。）は、このたび、第8期の決算を

行いました。ファンドは、FTSEアジアパシフィック（除く日本・オーストラリア・ニュー

ジーランド）インデックスのパフォーマンスに密接に連動する投資成果（報酬および費用

等の控除前）を提供することを目指します。当期につきましてもそれに沿った運用を行い

ました。ここに、運用状況をご報告申し上げます。

今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。

第 8 期末

1 口当たり純資産価格 29.65 香港ドル

純資産総額 584.1 百万香港ドル

第 8 期

トータルリターン 24.33％
1 口当たり分配金額 0.43 香港ドル

（注）1 口当たり分配金額は、税引前の分配金額を記載しています。以下同じです。

ファンドの運用報告書（全体版）は受益者のご請求により交付されます。交付をご請求さ

れる方は、取次証券会社までお問い合わせください。

＜その他記載事項＞

交付運用報告書および運用報告書（全体版）は Teneo Partners 株式会社のウェブサイト

（http://www.teneopartners.co.jp/listview.html）の投資信託情報ページにて電磁的方法に

より提供しております。

トラスト：

バンガード ETF シリーズ
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≪運用経過≫

当期の 1口当たり純資産価格等の推移について

（注 1） 分配金再投資 1 口当たり純資産価格は、税引前の分配金を分配時にファンドへ再

投資したとみなして算出したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを

示すものです。以下同じです。

（注 2） 分配金再投資 1 口当たり純資産価格は、第 7 期末の 1 口当たり純資産価格を起点

として計算しています。

（注 3） 分配金再投資 1 口当たり純資産価格は、各投資者の購入状況などにより課税条件

が異なるため、分配金に対する税金を考慮しておりません。そのため、最終的な

税引後の結果を示すものではありません。

（注 4） ファンドのベンチマークは、FTSE アジアパシフィック（除く日本・オーストラリ

ア・ニュージーランド）インデックスです。

（注 5） ベンチマークは、第 7 期末の 1 口当たり純資産価格を起点として計算しています。
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本書において、バンガード・FTSE・アジア（除く日本）ETF（SEHK 銘柄コード：2805）は、ファンドの

名称を英文アニュアルレポートに記載の英語名称で表記する場合があります。
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1口当たり純資産価格の主な変動要因、投資環境およびポートフォリオについて

· 2020 年 12 月 31 日までの 12 か月において、ファンドのリターンは 24.33％でした。

· 新型コロナウィルスのパンデミックは、この百年で最も顕著な経済的ショックを引

き起こしました。2020 年には、世界の不況は急激かつ深刻であり、サプライチェー

ンは大きく混乱しました。しかしながら、以前の不況よりも、政策立案者は金融市

場とその経済の支援に積極的でした。世界経済が回復を続けている一方、ウィルス

とそれを阻止するための人類の戦いは続いています。多くの経済が、新型コロナウ

ィルス以前のレベルの雇用と成果を取り戻すまでにはしばらく時間がかかるでしょ

う。パンデミック以前から低かった金利と国債利回りは、今ではさらに低くなって

います。自制心のある投資家は、厄介なニュース見出しにかかわらず株式市場への

投資を継続したことで 2020 年に報われました。パンデミックの最初のショック時に

おいて、割引率の急激な低下が株価回復の（全てではないが）一因として説明され

ると共に、グローバル株式のリスクを大きく見直す動きが世界の市場で共通して見

られました。

上記のリターンは、香港ドルに基づくリターンです。

費用の明細

項目 項目の概要

管理費用 純資産価額の年率 0.20％ 管理会社報酬、運営費用、ファンドの

管理および運営業務に関連するすべ

ての経費および費用、投資運用および

顧問報酬、管理事務代行会社、登録

代行会社、名義書換事務代行会社、

上場代理人、登録機関、保管会社およ

び受託会社の報酬、ならびにその他の

運営を含む各種報酬および費用など
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最近 5年間の 1口当たり純資産価格等の推移について

第 3 期末

2015 年

12 月 31 日

第 4 期末

2016 年

12 月 31 日

第 5 期末

2017 年

12 月 31 日

第 6 期末

2018 年

12 月 31 日

第 7 期末

2019 年

12 月 31 日

第 8 期末

2020 年

12 月 31 日

1 口当たり純資産

価格

（香港ドル）

17.87 18.50 25.25 21.19 24.28 29.65

1 口当たり

分配金額

（香港ドル）

0.39 0.41 0.50 0.46 0.40 0.43

トータル

リターン（％）

-9.06 5.81 39.57 -14.41 16.67 24.33

ベンチマークの

トータルリター

ン（％）

-8.89 6.27 39.96 -14.38 17.03 24.78

純資産総額

（百万香港ドル）

116.1 120.3 207.1 218.3 417.7 584.1

（注 1） 分配金再投資 1 口当たり純資産価格は、第 3 期末の 1 口当たり純資産価格を起点

として計算しています。

（注 2） ベンチマークは、第 3 期末の 1 口当たり純資産価格を起点として計算しています。
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ベンチマークとの差異について
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分配金について

当期（2020 年 1 月 1 日～2020 年 12 月 31 日）の 1 口当たり分配金（税引前）はそれぞれ下

表のとおりです。なお、下表の「分配金を含む 1 口当たり純資産価格の変動額」は、当該

分配落日における 1 口当たり分配金額と比較する目的で、便宜上算出しているものです。

（金額：香港ドル）

分配落日
1 口当たり純資

産価格

1 口当たり分配金額

（対 1 口当たり純資

産価格比率（注１））

分配金を含む1口当たり純

資産価格の変動額（注２）

2020 年 1 月 2 日 24.5237 0.04 2.80
（0.16%）

2020 年 4 月 1 日 19.1112 0.06 -5.35
（0.31%）

2020 年 7 月 2 日 23.4969 0.10 4.49
（0.42%）

2020 年 10 月 5 日 25.1775 0.23 1.91
（0.91%）

（注 1）「対 1 口当たり純資産価格比率」とは、以下の計算式により算出される値であり、

ファンドの収益率とは異なる点にご留意ください。

対 1 口当たり純資産価格比率（%）＝100×a／b
a＝当該分配落日における 1 口当たり分配金額

b＝当該分配落日における 1 口当たり純資産価格＋当該分配落日における 1 口当た

り分配金額

以下同じです。

（注 2）「分配金を含む 1 口当たり純資産価格の変動額」とは、以下の計算式により算出さ

れます。

分配金を含む 1 口当たり純資産価格の変動額＝b−c
b＝当該分配落日における1口当たり純資産価格＋当該分配落日における1口当たり

分配金額

c＝当該分配落日の直前の分配落日における 1 口当たり純資産価格

以下同じです。

（注 3）2020 年 1 月 2 日の直前の分配落日（2019 年 10 月 2 日）における 1 口当たり純資産

価格は、21.7655 香港ドルでした。

≪今後の運用方針≫

ファンドは、2021 年 10 月 15 日付で償還しました。
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≪ファンドの概要≫

ファンド形態 香港証券先物条例（香港法第 571 章）（「条例」）のセクション 104 に基づき認可され

た香港ドル建／オープンエンド契約型外国投資信託

信託期間 信託証書に従い終了されない限り、トラストの信託証書の日付（2013 年 3 月 18 日）か

ら 80 年間存続

運用方針 バンガード・インベストメンツ・香港・リミテッド（「管理会社」）は、FTSE アジアパシフィッ

ク（除く日本・オーストラリア・ニュージーランド）インデックスのパフォーマンスに密接に

連動する投資成果（報酬および費用等の控除前）を提供することを目指します。

主要投資対象 下記「運用方法」をご参照ください。

運用方法 管理会社は、（条例において定義される）有価証券の現物を取得して、原指数のパフ

ォーマンスへの連動を目指すよう設計されたパッシブ運用のインデックス・アプローチ

を採用することにより、投資目的の達成を図ります。管理会社は、（資産のすべてもし

くは実質的すべてを、原指数の構成銘柄（「指数証券」）にそれぞれの構成比率に基

づき投資することによる）「レプリケーション戦略」および／または（原指数と相関性が

高いポートフォリオに投資したり、管理会社が原指数に含まれていない証券に投資す

ることができる）「代表サンプリング戦略」を利用することができます。当初、管理会社

は、「代表サンプリング戦略」を追求する予定です。管理会社が「レプリケーション戦

略」と「代表サンプリング戦略」を切り替えながら利用すること、または「レプリケーショ

ン戦略」もしくは「代表サンプリング戦略」以外の戦略を採用することを希望する場合

には、香港証券・先物取引監察委員会（SFC）から事前承認を得るとともに、ファンド

の受益証券の保有者（「受益者」）に対して 1 か月以上前の通知を行います。管理会

社は、現在のところ、「レプリケーション戦略」または「代表サンプリング戦略」以外の戦

略を採用する予定はありません。

原指数のパフォーマンスへの連動を目指すにあたり、ファンドは、原指数の構成銘柄

もしくは原指数自体のパフォーマンスへのエクスポージャーを得るため、取引に係る

コストや税金を抑え、流動性の低い株式もしくは市場や規制上の理由により入手不可

能な株式の場合においてはエクスポージャーを得ることができるようにするため、また

はトラッキング・エラーを最小限に抑えるためといった投資目的において、上場オプシ

ョン、上場オプション契約、通貨先渡し、先物、指数先物、指数先物オプションおよび

ワラント等の金融派生商品（「FDI」）に投資することができます。

投資制限 （トラスト）

トラストは、随時改正される、ユニット・トラストおよびミューチュアル・ファンド、投資リン

ク型保険スキームならびに非上場ストラクチャー投資商品に関する SFC ハンドブック

の一部であるユニット・トラストおよびミューチュアル・ファンドに関するコード（「コー

ド」）および信託証書に基づく一定の投資制限を受けます。保有することにより以下の

状態となるようないかなる有価証券も、取得または追加することができません。

(a) いずれかのファンドの最新の入手可能な純資産総額の 10%を超えて、(i)単一の

組織が発行する構成銘柄への投資、(ii)FDI の裏付資産を通じた当該組織に対する

エクポージャー、および(iii)店頭 FDI の取引から生じる当該組織に対するネット・カウ

ンターパーティー・エクスポージャーにより当該発行体に投資されているか、または当

該組織に対するエクポージャーを保有している状態。ただし、当該投資が、以下に特

定されるコードに基づきまたはその第 8.6 章(h)(a)によって変更される（該当する場合）

ところに従い認められる場合を除きます。

(i) 当該投資は、原指数の銘柄比率の 10%超を構成する銘柄に限定されること。

(ii) 関連するファンドによる当該構成銘柄の保有が、原指数の銘柄比率を超えては

ならないこと。ただし、原指数の構成が変更された結果、その比率を超過してしまっ

た場合および当該超過が一過性かつ一時的な性質の場合を除きます。

SFC による承認に従い、ファンドが保有する同一銘柄の政府等証券の価値は、当該

ファンドの最新の入手可能な純資産総額の 30%を超えてもよいとされます。さらに、
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管理会社はファンドのすべての資産を、下記(d)の規定にかかわらず、政府等証券に

銘柄数を問わず投資することができます。

(b)上記(a)およびコードの第 7.28 章(c)（該当する場合）に従い、いずれかのファンドの

純資産総額の 20%を超えて、(i)同一グループ内の組織が発行する構成銘柄への投

資、(ii)FDI の裏付資産を通じた当該組織に対するエクポージャー、および(iii)店頭

FDI の取引から生じる当該組織に対するネット・カウンターパーティー・エクスポージャ

ーにより当該組織に投資されているか、または当該組織に対するエクポージャーを保

有している状態。

(c)単一組織（または同一グループ内の組織）に預金したファンドの現預金の価額がフ

ァンドの純資産価額の 20%を超える状態。ただし、(i)現金は関連するファンドの運用

開始以前および、当該運用開始後から当初申込金が全額投資されるまでの合理的

期間において保有されるか、(ii)投資資産の精算からファンドの合併または終了時点

までの現金手取りの場合、様々な金融機関での現預金の設定が投資家の最善の利

益にならないか、(iii)申込から投資時点まで期間に受領され、買戻の決済およびその

他の支払義務のために保有される現金手取金の場合、様々な金融機関での現預金

の設定は不当な負担となり、現預金契約が投資家の利益をそこなわない場合を除き

ます。

(d) ファンドが、単一の組織が発行するいずれかの普通株式を合計で 10%を超えて

保有する状態。

(e) いずれかのファンドの入手可能な最新の純資産総額の 15%超が、上場されてい

ない、値付けされていないまたは（ファンドの目論見書で定義される）認識された取引

所で取引されていない構成銘柄およびその他の金融商品もしくは金融証書に投資さ

れている状態。

(f) コードの第 8.6 章(i)により認められている場合を除き、かつ、上記(a), (b)および(d)
項にかかわらず、いずれかのファンドの最新の入手可能な純資産総額の 30%超が、

同一銘柄の政府等証券に投資される状態。ただし、関連するファンドがその資産す

べてを 6 銘柄以上の政府等証券に投資することができる場合を除きます。

(g) 現物コモディティへの投資。ただし、SFC により個々のケースにおいて、関連する

現物コモディティの流動性および必要な場合、充分かつ適切な追加的保護条項の

利用可能性を考慮の上、別途承認される場合を除きます。

(h) いずれかのファンドの入手可能な最新の純資産総額の 10%超が、非適格スキー

ム（SFC の指定によります。）であり、かつ、SFC の認可を受けていない他の集団投資

スキームの受益証券または投資口に投資されている状態。

(i) いずれかのファンドの入手可能な最新の純資産総額の 30%超が、SFC により承

認されているか、適格スキーム（SFC の指定によります。）である一以上の集団投資ス

キームの受益証券または投資口に投資されている状態。ただし、(x)当該集団投資ス

キームが SFC に認可され、かつ(y)当該集団投資スキームの名称および主要な投資

情報が英文目論見書において開示されている場合は、当該限度を超えることができ

ます。

さらに、トラストは、いずれかのファンドの勘定で管理会社が以下の事項を行うことを

禁止した投資制限の対象となります。

(j) コードの第 7 章に基づき禁止または制限された投資のいずれかに主に投資する

ことを目的とし、その目的がコードの第 7 章で制限される投資に主に投資することであ

り、かつかかる禁止または制限された投資が関連する限度に違反しない集団投資ス

キームへの投資。

(k) 管理会社またはそのコネクテッド・パーソンが運用する集団投資スキームへの投

資。ただし、かかる集団投資スキームの当初手数料および買戻手数料がすべて放棄

され、管理会社または当該集団投資スキームもしくは管理会社のために行為する者

が、集団投資スキームまたは当該集団投資スキームの運用会社が徴収する報酬もし

くは手数料における割り戻し、または集団投資スキームにおける投資に関連する定量

化可能な金銭上の便宜を一切受けていない場合を除きます。
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(l) あらゆる種類の不動産（建築物を含みます。）または不動産持分（オプションまた

は権利を含みますが、不動産会社の株式および不動産投資信託の持分を除きま

す。）への投資。

(m) 空売り。ただし、(i)ファンドの証券引渡義務が、当該ファンドの入手可能な最新

の純資産総額の 10%を超えない場合、および(ii)空売りされる証券が、空売りが認め

られた市場において活発に取引されている場合を除きます。

(n) コードの第 7.3 章に従い、貸付、引受、保証、裏書その他の方法により、何者か

の何らかの債務または負債に対して直接または偶発的に責任を持つこと、または関

連を持つこと。

(o) いずれかのファンドに無限責任に関与させ得る資産の取得または取引の執行。

(p) 受益者にいずれかのファンドへの投資額を超えて当該ファンドに関連する負債を

負わせること。

(q) 企業または機関のいずれかのクラスの証券が、管理会社の取締役もしくは役員

により個人的に 0.5%を超えて保有される、または当該取締役および役員により共同

で 5%を超えて保有される場合に、当該証券に投資すること。

(r) 証券に対する未払込金額について払込請求がなされる設定の証券の取得。ただ

し、当該払込請求に対して、ファンド資産から現金または現金類似物により満額支払

可能な場合を除き、この場合、現金もしくは現金類似物の当該金額は、コードの第

7.29章および第 7.30章の目的上、FDIの取引から生じる将来の、もしくは偶発的な取

り決めを充足するために分離保管されません。

（ファンド）

原指数への連動を目指すにあたり、ファンドは、指数証券もしくは原指数自体のパフ

ォーマンスへのエクスポージャーを得るため、取引に係るコストや税金を抑え、流動性

の低い株式もしくは市場や規制上の理由により入手不可能な株式の場合においては

エクスポージャーを得ることができるようにするため、またはトラッキング・エラーを最小

限に抑えるためといった投資目的において、上場オプション、上場オプション契約、

通貨先渡し、先物、指数先物、指数先物オプションおよびワラント等の FDI に投資す

る場合があります。

管理会社は、FDI への投資がファンドの最新の入手可能な純資産総額の 10%を超え

るとの予想はしておりません。

ポートフォリオの制約条件－エクスポージャーに基づく制約条件

管理会社は、以下のとおり行為するものとします。

a) ファンドが、常に、ファンドのポートフォリオの市場価値の 95%の最低ネット・エクイ

ティ・エクスポージャーを維持することを確保しなければなりません。

b) いかなる場合も、未決済の先物契約への投資がファンドのポートフォリオの市場

価値の 10%を超えてはなりません。

c) 受益者への分配を行う目的で受託会社が開設する口座に随時計上される金額を

除き、受益者のために信託によって随時保有されるまたは保有されるとみなされるフ

ァンドのポートフォリオのすべての資産（「ファンド資産」）（FDI を含みます。）の実効市

場エクスポージャーがファンドのポートフォリオにおける投資可能総額を超えない（す

なわち、ポートフォリオがレバレッジされない）ことを確保しなければなりません。ファン

ドは、レバレッジが市場変動に起因するとみなされた場合には、かかる制約条件に違

反したものとはみなされません。管理会社は、可及的速やかにレバレッジを是正しま

す。

その他の制約条件

ファンドは、毎日全額投資を図る一方で、資金管理目的において、質の高い短期金

融市場商品（政府証券または譲渡性銀行預金証書を含みます。）および／またはマ

ネー・マーケット・ファンドに対し、ファンドの最新の入手可能な純資産総額の 5%以下

を投資することもできます。

管理会社は、ファンドのために有価証券の空売りを行いません。
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分配方針 分配頻度は、四半期毎（3月、6月、9月、12月）ですが、管理会社の裁量によります。

管理会社は、ファンドについて分配を行うか否か、また、かかる分配を行う場合には、

その金額および回数を決定する絶対的な裁量を留保します。管理会社は、現在のと

ころ、資本から分配を行う予定はありません。

（香港ドル、中国元もしくは米ドルによる取引であるかにかかわらず）すべての受益証

券は、ファンドの基準通貨（香港ドル）建てで分配を受領することになります。
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（参考情報）

◆ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

*騰落率は 2016 年 1 月から 2020 年 12 月までの期間において算出されています。

◆ファンドと他の代表的な資産クラスの平均騰落率、年間最大騰落率および最小騰落率

ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

平均リターン(%) 7.7 3.6 6.8 1.7 1.4 1.0 1.4

最大値(%) 41.0 32.2 34.8 32.3 9.1 11.4 19.2
最小値(%) -20.3 -22.0 -17.5 -28.6 -3.9 -12.3 -18.1

＊ 2016 年 1 月～2020 年 12 月の 5 年間における年間騰落率（各月末時点）の平均・最大・最小を、ファン

ドおよび他の代表的な資産クラスについて表示したものです。ただし、ファンドの運用歴が当期末にお

いて 6 年間に満たないため、ファンドと代表的な資産クラスとでは比較対象期間が異なります。

＊ 代表的な資産クラスを表す指数

日本株…………TOPIX（配当込み）

先進国株………FTSE 先進国株価指数（除く日本、円ベース）

新興国株………S&P 新興国総合指数

日本国債………ブルームバーグ E 1 年超日本国債指数

先進国債………FTSE 世界国債指数（除く日本、円ベース）

新興国債………FTSE 新興国市場国債指数（円ベース）

（注）S&P 新興国総合指数は、Bloomberg L.P.で円換算しています。

TOPIX（東証株価指数）は、株式会社東京証券取引所（以下「㈱東京証券取引所」といいます。）の知

的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関する全ての権利は、㈱東京証券取引所

が有しています。なお、ファンドは、㈱東京証券取引所により提供、保証または販売されるものではな

く、㈱東京証券取引所は、ファンドの発行または売買に起因するいかなる損害に対しても、責任を有し

ません。

FTSE先進国株価指数（除く日本、円ベース）、FTSE世界国債指数（除く日本、円ベース）およびFTSE
新興国市場国債指数（円ベース）に関するすべての権利は、London Stock Exchange Group plcまたはその

いずれかのグループ企業に帰属します。各指数はFTSE International Limited、FTSE Fixed Income LLCま
たはそれらの関連会社等によって計算されています。London Stock Exchange Group plcおよびそのグルー

プ企業は、指数の使用、依存または誤謬から生じるいかなる負債について、何人に対しても一切の責任

を負いません。
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（注１）分配金再投資１口当たり純資産価格は、税引前の分配金を分配時にファンドへ再投資したとみな

して算出したものです。

（注２）ファンドの年間騰落率（各月末時点）は、各月末とその１年前における分配金再投資１口当たり

純資産価格を対比して、その騰落率を算出したものです（月末が営業日でない場合は直前の営業

日を月末とみなします。）。

（注３）ファンドの年間騰落率は、表示通貨建てで計算され、円貨に為替換算されておりません。したが

って、円貨に為替換算した場合、上記とは異なる騰落率となります。

（注４）代表的な資産クラスの年間騰落率（各月末時点）は、各月末とその１年前における上記の指数の

値を対比して、その騰落率を算出したものです（月末が休日の場合は直前の営業日を月末とみな

します。）。

（注５）ファンドと代表的な資産クラス間の年間騰落率の比較は、上記の５年間の各月末時点における年

間騰落率を用いて、それらの平均・最大・最小をグラフにして比較したものです。

（注６）ファンドの分配金再投資受益証券１口当たり純資産価格および年間騰落率は、実際の１口当たり

純資産価格およびそれに基づいて計算した年間騰落率やトータルリターンとは異なる場合があり

ます。

（注７）ファンドは、代表的な資産クラスの全てに投資するものではありません。
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≪ファンドデータ≫

ファンドの組入資産の内容（第 8期末現在）

組入上位資産

（組入銘柄数：1271銘柄）

銘柄 組入比率(%)
Taiwan Semiconductor Manufacturing Co. Ltd. 6.4
Tencent Holdings Ltd. 5.8
Alibaba Group Holding Ltd. 5.7
Samsung Electronics Co. Ltd. 5.7
AIA Group Ltd. 2.1
Meituan 1.9
Ping An Insurance Group Co. of China Ltd. 1.2
Reliance Industries Ltd. 1.2
JD.com Inc. 1.1
China Construction Bank Corp. 1.0
（注）組入比率は純資産総額に対する各組入銘柄の評価額の比率です。

資産別配分 国別配分

100.0%

株式 42.3

14.9
14.4

10.6

8.2
2.8

2.4 2
1.50.9 0

中国

韓国

台湾

インド

香港

シンガポール

タイ

マレーシア

インドネシア

フィリピン

パキスタン
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通貨別配分

（注 1）上記の円グラフは、ファンド純資産総額に対する組入資産の情報を示しています。

（注 2）ファンドの組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）

に記載されています。

純資産等

第 8 期末

1 口当たり純資産価格 29.65 香港ドル

純資産総額 584,123,224 香港ドル

発行済口数 19,700,000 口

ファンドの資本持分取引は以下のとおりです。

2020 年 12 月 31 日に

終了した年度

（香港ドル） （口）

発行済み 154,862,080 6,700,000
現金分配に代えて発行 － －

買戻し 104,538,940 4,200,000
純増加（減少）額 50,323,140 2,500,000

31.4

14.7
14.2

12.8

10.4

7

2.82.421.40.9

香港ドル

韓国ウォン

台湾ドル

米ドル

インドルピー

中国元

シンガポールドル

タイバーツ

マレーシアリンギット

インドネシアルピア

フィリピンペソ


